
会 議 録 

会議名称 第５期幸区区民会議 第１２回専門部会（自転車事故ゼロ部会） 

日 時 平成２７年１１月２０日（金）１８：３０〜１９：３０ 

会 場 幸区役所 ４階第４会議室 

出席者 ●区民会議委員（５０音順） 

 阿部法弘委員（部会長）、近藤多恵委員（副部会長）、飯島忠男委員、 

大澤義和委員、押山兼二委員、佐々木繁委員、西野恭一委員、 

●事務局 

 幸区役所石渡副区長 

 まちづくり推進部企画課 今村課長、佐藤係長、早川職員 

 （株）計画技術研究所 西原 

欠席者 原紀代子委員 

傍聴者 なし 

配布資料 ●議事次第 

●資料１ 自転車事故ゼロ部会からの提言（素案） 

●資料２ 第５期幸区区民会議フォーラム実施概要（案） 

●資料３ 「第５期幸区区民会議」スケジュール（案） 

●資料４ 「自転車事故ゼロ部会」調査審議スケジュール（案） 

議 題 ・提言策定に向けた内容の検討 

・第５期幸区区民会議フォーラム実施内容の検討 

・今後のスケジュールについて 

決定事項 １ 提言策定に向けた内容の検討 

・本日の指摘事項を踏まえ、「素案」の修正を行う。 

２ 第５期幸区区民会議フォーラム実施内容の検討 

・「区民会議の取組紹介」の際には、各部会の報告の後に質疑の時間を設けることと

する。 

会議の内容 

及び 

主な発言 

 

 

 

 

 

１ 提言策定に向けた内容の検討 

●資料１について事務局が説明した。 

《交通安全教室等の対象について》 

・高齢者向け自転車安全教室ではあるが、「一般の方も気をつけてください」といっ

た文章を入れてはどうか。 

→提言２は全世代を対象としているので、この部分に若い人も対象としているこ

とを明示する修正を検討したい。 

・提言３は、高齢者を中心としながらも、全世代を視野に入れている交通安全教室



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

であることを示す文章にしてはどうか。 

・若い世代については、今後の展開や課題といった位置づけで書き込むことも考え

られる。 

 

《提言２の内容について》 

・自転車交通安全 DVD については、自転車事故の怖さが分かるような映像等を入れ

られないだろうか。ハッとする内容があった方が良いと思う。 

→配慮すべき点を踏まえ、バランスを取りながら考えていきたい。 

・DVD の詳細な内容について提言に書き込むのは、あまりなじまないのではないか。

 

《区内道路の危険箇所調査について》 

・提言１の「趣旨」の９行目、「〜を確認しました」とあるが、その内容がきちんと

伝わるだろうか。図の☆印の箇所を指していると考えてよいか。 

→そのとおり。 

 

《その他》 

・「○」の後に、「そうしたことから」といった接続詞がついているのが、少し違和

感がある。 

→文章表現については、引き続き検討する。 

 

２ 第５期幸区区民会議フォーラム実施内容の検討 

●資料２について事務局が説明した。 

《当日の流れについて》 

・２つの部会は内容も違うので、それぞれの報告の後に質疑を行うのがよいのでは

ないか。 

→そのように修正する。 

 

《広報について》 

・当日の集客のため、積極的な広報が必要である。 

→市政だより区版への掲載、タウンニュース等への情報提供の他、委員の方々に

も関係団体への声かけ・お誘いをお願いしたい。 

・関係団体への声かけに使いたいので、案内状を用意してほしい。 

 

《ブース出展について》 

・自転車シミュレーターは待ち時間が発生してしまう。視野診断計が使えれば、人

の流れがよくなるだろう。 



→視野診断計は機械が古く、現在故障している。交通安全協会には修理をお願い

しているところであるが、当日、使用できるかはわからない状態である。 

・自転車そのものではないが、前回のフォーラムで使用した横断歩道シミュレータ

ーも借りられればよいと思う。 

→出展スペース等を勘案しながら検討していきたい。 

・ブース出展の際には、委員が付いていた方がよいと思う。誰かいれば、声をかけ

てくる参加者もいる。 

→詳細はまた相談するが、みなさんにも運営スタッフとして協力していただくこ

とを想定している。 

 

３ 今後のスケジュールについて 

●資料３、４について事務局が説明した。 

 →次回は 12 月 21 日（月）18 時半～となっている。 

 →部会での検討が順調に推移していることなどを勘案して、部会での検討は次回

で最終としたい。 

以上

  


